
『
麗
気
記
』
全
十
八
巻
の
う
ち
、
末
尾
の
四
巻
が
「
神
体
図
」
と

称
す
る
図
像
の
巻
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
従
来
『
麗
気
記
』
自
体
、
近
世
以
来
「
荒
唐
無
稽
」

な
る
「
偽
書
」
と
い
う
評
価
が
定
着
し
て
い
た
た
め
、
神
道
史
上
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
認
め
て
も
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
あ
る

内
容
に
つ
い
て
、
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
研
究
者
は
数
え
る
ほ
ど
し

か
い
な
い
。
本
文
の
解
読
さ
え
満
足
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
ま
し
て
付
録
に
つ
い
て
い
る
何
だ
か
わ
け
の
わ
か
ら
な

い
「
判
じ
物
」
の
よ
う
な
図
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
顧
み
る

［
平
成
十
二
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］
特
別
掲
載
・
『
麗
気
記
』
に
み
る
中
世

は
じ
め
に

『
麗
気
記
』
の
図
像
学
ｌ
中
世
神
道
の
イ
メ
ー
ジ
と
シ
ン
ボ
ル
ー

こ
と
が
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
私
は
、
以
前
か
ら
中
世
の
神
道

害
に
見
え
る
様
々
な
図
像
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
『
麗
気
記
』
を

読
む
過
程
で
も
、
本
文
と
図
像
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ

と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、

『
麗
気
記
』
に
お
け
る
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
わ
か

っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
さ
ら
に
中
世
神
道
と
図
像
と
い
う
大
き

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
今
後
の
課
題
や
見
通
し
を
述
べ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
最
初
に
、
『
麗
気
記
』
「
神
体
図
」
四
巻
の
構
成
の
問
題
に
っ

「
神
体
図
」
の
構
成

門

屋
温
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い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
『
麗
気
記
』
現
存
諸
本
に
は
大

き
く
分
け
て
、
㈲
巻
序
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
、
⑧
「
二
所
大
神

宮
麗
気
記
」
を
首
巻
と
す
る
も
の
、
。
「
天
地
麗
気
記
」
を
首
巻
と

す
る
も
の
、
と
い
う
三
系
統
の
伝
本
が
あ
る
。
「
神
体
図
」
は
付
属

し
な
い
伝
本
も
多
く
、
付
属
す
る
も
の
は
最
後
に
付
録
の
よ
う
に
「
神

体
図
一
」
か
ら
「
神
体
図
四
」
ま
で
の
四
巻
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
『
麗
気
記
』
全
十
八
巻
（
内
「
神
体
図
」
四

巻
）
、
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
神
体
図
」

の
内
容
に
つ
い
て
ま
で
詳
し
く
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。
現
在
活
字
に
な
っ
て
い
る
『
麗
気
記
』
に
は
、
続
群
害
類
従
本
・

弘
法
大
師
全
集
本
・
神
道
大
系
本
が
あ
り
、
そ
の
他
に
高
山
寺
本
の

翻
刻
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
続
群
本
と
高
山
寺
本
に
は
神
体
図
は
付

さ
れ
て
い
な
い
。
神
道
大
系
本
は
十
四
巻
ま
で
は
大
須
真
福
寺
文
庫

蔵
の
古
写
本
を
底
本
に
用
い
て
い
る
が
、
「
神
体
図
」
四
巻
に
関
し

て
は
、
図
像
は
本
居
文
庫
本
を
用
い
、
文
字
の
部
分
の
み
静
嘉
堂
文

庫
蔵
本
を
用
い
る
と
い
う
取
り
合
わ
せ
本
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

各
巻
の
図
像
の
構
成
と
配
列
は
本
居
文
庫
本
に
は
依
っ
て
お
ら
ず
、

基
本
的
に
版
本
を
底
本
と
す
る
弘
法
大
師
全
集
本
と
同
じ
配
列
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
活
字
と
し
て
入
手
し
う

る
弘
法
大
師
全
集
・
神
道
大
系
両
本
に
収
め
る
「
神
体
図
」
は
、
全

く
同
じ
構
成
・
配
列
で
あ
り
、
写
本
類
を
検
討
し
な
い
限
り
、
「
神

体
図
」
は
ど
の
本
も
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
抱
い

て
し
ま
う
。
し
か
し
、
森
本
仙
介
氏
の
諸
本
調
査
に
依
れ
ば
、
弘
法

大
師
全
集
本
と
同
様
に
「
内
守
護
八
天
・
馬
鳴
菩
薩
・
四
天
女
・
外

八
天
」
を
「
神
体
図
」
の
初
め
に
置
く
伝
本
と
、
「
大
宝
剣
・
箱
・

独
鈷
」
を
初
め
に
置
く
伝
本
と
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

（
１
）

う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
系
統
の
「
神
体
図
」
は
、
そ
の
配
列
が
大
き

く
異
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
図
像
構
成
に
も
違
い
が
あ
る
。

ま
た
特
に
後
者
の
系
統
は
、
諸
本
間
に
も
若
干
の
異
動
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
「
神
体
図
」
四
巻
の
構
成
・
配
列
に
は
、
実
際
に
は
い
く
つ

か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
神
体
図
」
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
は
、
活
字
化
さ
れ
た
も
の
だ

け
に
依
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
同
時
に
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

森
本
氏
の
指
摘
に
依
れ
ば
、
「
天
地
麗
気
記
」
を
首
巻
と
す
る
巻

序
構
成
の
成
立
と
と
も
に
、
「
神
体
図
」
の
構
成
も
弘
法
大
師
全
集

本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
固
定
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
以
前
は
、
現
在
伝
わ
る
諸
本
間
に
見
ら
れ
る
異
動
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
な
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
次

頁
の
〈
表
〉
は
弘
法
大
師
全
集
本
と
神
道
大
系
本
に
載
せ
ら
れ
て
い

る
図
像
の
配
列
と
、
『
麗
気
記
』
の
中
世
に
お
け
る
註
釈
書
で
あ
る
『
麗

気
制
作
抄
』
、
良
遍
の
『
麗
気
聞
害
』
、
聖
問
の
『
麗
気
記
私
紗
』
の

記
述
か
ら
復
元
し
た
図
像
の
構
成
を
対
照
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
註
釈
害
自
体
に
は
図
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
註
釈

の
内
容
か
ら
、
註
釈
者
が
所
持
し
て
い
た
『
麗
気
記
』
「
神
体
図
」

の
図
像
構
成
を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
た

と
え
ば
良
遍
と
聖
問
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
ら
が

依
拠
す
る
「
神
体
図
」
の
構
成
に
は
か
な
り
異
動
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
つ
ま
り
、
『
麗
気
記
』
「
神
体
図
」
の
構
成
は
元
来
一
定
し
た

も
の
で
は
な
く
、
伝
授
の
過
程
で
い
く
つ
も
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

生
じ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
さ
ら
に
注
意
深
く

こ
の
対
照
表
を
見
る
と
、
馬
鳴
菩
薩
を
囲
む
神
像
群
、
複
数
の
宝
珠

を
初
め
と
す
る
図
像
群
、
三
種
の
神
器
等
、
い
く
つ
か
の
図
像
グ
ル
ー

プ
が
存
在
し
、
配
列
の
異
動
は
主
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
異
動
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
図
像
が
個
々
に
切
り
離
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
図
像
が
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
し
て
意
味

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
お
そ
ら
く
各
図
像

グ
ル
ー
プ
は
、
『
麗
気
記
』
本
文
と
「
儀
礼
」
と
の
三
位
一
体
を
な

し
て
、
伝
授
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
「
神
体
図
」
に
収
め
ら
れ
た
図
像
の
意
味
を
知
る
に
は
、
本

文
の
解
読
と
と
も
に
儀
礼
の
復
元
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
釈
諸
本
よ
り
復
元
し
た
「
神
体
図
」
構
成
対
照
表

Ａ
弘
法
大
師
全
集
本
Ｂ
神
道
大
系
本
Ｃ
「
麗
気
制
作
抄
」
（
皿
Ｃ
後
半
）
に
よ
る
復
元

，
良
遍
「
麗
気
聞
書
」
（
焔
Ｃ
初
）
に
よ
る
復
元

Ｅ
聖
問
「
麗
気
記
神
図
画
私
紗
」
（
過
Ｃ
初
）
に
よ
る
復
元
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㈲
①
三
果
の
上
に
立
つ
劔
は
、
三
世
諸
仏
の
智
体
、
降
魔
成
道
の

利
劔
也
。
法
中
に
三
弁
宝
珠
と
謂
ふ
也
○

②
独
股
金
剛
と
は
世
界
建
立
の
心
王
大
日
尊
也
。
両
宮
の
心
御

柱
、
是
也
。
勇
猛
念
怒
執
金
剛
神
ノ
所
持
ノ
三
昧
耶
形
也
。

③
三
果
半
月
の
浮
経
は
、
葦
葉
形
の
表
也
。
法
中
に
阿
字
と
云

ふ
。

「
神
天
上
地
下
次
第
」
（
↓
「
神
体
図
二
」
一
○
二
頁
）

「
三
果
の
上
に
立
つ
剣
」
「
三
果
半
月
の
浮
経
」
は
、
文
章
だ
け
で

は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
良
遍
の
『
麗

気
聞
書
』
（
以
下
『
聞
書
』
）
に
は
、
「
当
章
第
十
六
巻
二
絵
、
之
在
り
」

さ
て
、
そ
れ
で
は
改
め
て
『
麗
気
記
』
本
文
と
「
神
体
図
」
の
図

像
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
見
て
ゆ
く

こ
と
に
し
た
い
。
前
半
六
巻
の
中
か
ら
「
神
体
図
」
の
図
像
と
の
関

連
性
が
う
か
が
わ
れ
る
文
章
を
二
、
三
箇
所
抜
き
出
し
、
簡
単
な
解

説
を
加
え
る
。
な
お
、
本
来
な
ら
ば
対
応
す
る
図
像
を
掲
げ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
も
あ
っ
て
省
略
し
、
そ
の
図
像

の
位
置
を
神
道
大
系
の
該
当
頁
数
で
示
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

（
ワ
〕
）

ノ
ｔ
、
○

「
神
体
図
」
と
本
文

あ
る
い
は
「
三
果
ト
ハ
蓮
華
ノ
上
二
三
弁
宝
珠
ア
リ
。
半
月
ト
ハ
宝

珠
ノ
上
一
一
、
之
有
り
」
と
あ
っ
て
、
「
神
体
図
二
」
に
載
せ
る
図
像

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
①
は
「
三
弁
宝
珠
」
の
上
に
三

鈷
劔
が
立
つ
形
を
表
し
て
い
て
、
火
焔
に
包
ま
れ
た
こ
の
劔
を
見
れ

ば
ま
さ
に
「
降
魔
成
道
」
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
あ
る
。
①
夙
些
⑤
の
記

述
に
対
応
す
る
三
点
の
図
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
草
薙
剣
・
神
璽
・
八
坂

瓊
曲
玉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
㈹
の
記
事
は
、
開
化
天
皇
ま

で
の
九
代
の
天
皇
が
神
体
と
同
居
し
て
い
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
同

殿
共
床
」
の
記
事
の
後
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
三
種
の
神
器
」

を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
文
章
化
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑧
國
狭
槌
尊
〈
毘
盧
舎
那
仏
〉

豊
掛
淳
尊
〈
盧
迩
那
仏
〉

此
の
二
神
、
天
に
浮
り
地
に
跡
り
て
、
報
応
の
二
身
、
青
黒
三

色
の
宝
珠
也
。
青
色
は
衆
生
果
報
の
宝
珠
、
黒
色
は
無
明
調
伏

の
宝
珠
な
り
。
三
神
神
す
葉
木
国
の
漂
蕩
へ
り
状
貌
、
鶏
子
の

如
し
。
漸
々
萬
々
の
時
、
一
十
々
々
の
時
、
化
生
の
神
有
す
、

浮
経
に
乗
る
。
此
の
浮
経
は
葦
の
葉
な
り
。
今
、
独
股
金
剛
也
。

此
の
国
は
、
独
股
金
剛
の
上
に
生
す
、
卜
古
と
成
り
て
大
日
本

州
と
成
る
。
此
の
玉
の
人
を
罰
す
る
時
は
横
に
成
り
て
、
許
す

時
は
下
に
臥
せ
り
。
共
な
る
之
を
立
て
り
。
本
図
を
以
て
意
を

得
く
し
。
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「
天
地
麗
気
記
」
（
↓
「
神
体
図
三
」
一
○
五
頁
）

こ
れ
は
、
國
狭
槌
尊
・
豊
掛
淳
尊
の
二
神
が
青
・
黒
二
色
の
宝
珠

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。
「
神
体
図
三
」
に
は
、
最
初

に
金
色
の
宝
珠
、
次
に
青
色
と
黒
色
の
二
つ
の
宝
珠
、
そ
し
て
三
弁

宝
珠
が
描
か
れ
て
い
る
。
聖
問
の
『
麗
気
記
私
紗
』
に
は
「
国
常
立

尊
、
四
転
有
リ
。
第
一
ハ
ー
珠
、
第
二
ハ
三
珠
、
第
三
ハ
三
弁
宝
珠
、

第
四
ハ
日
輪
ニ
テ
オ
ハ
シ
マ
ス
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
大
日
如
来
で

あ
る
国
常
立
尊
が
、
報
身
で
あ
る
毘
盧
舎
那
仏
Ⅱ
国
狭
槌
尊
・
応
身

で
あ
る
盧
迩
那
仏
Ⅱ
豊
勘
淳
尊
に
転
変
す
る
こ
と
を
、
三
色
の
宝
珠

で
表
象
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

後
半
部
分
の
「
此
の
玉
の
人
を
罰
す
る
時
は
…
：
．
」
の
部
分
は
、

最
初
読
ん
だ
と
き
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
全
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
『
聞
耆
』
の
「
当
章
第
十
七
巻
二
小
劔
三
有
り
。
彼
ヲ

以
テ
考
ラ
ル
ベ
シ
」
と
い
う
註
釈
を
手
が
か
り
に
し
て
、
実
は
「
神

体
図
三
」
に
載
せ
ら
れ
た
三
本
の
剣
の
図
に
対
応
す
る
記
述
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
「
玉
Ⅱ
剣
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
「
神
天
上

あ
ざ
な

地
下
次
第
」
に
は
、
「
宝
珠
は
神
璽
の
異
名
、
宝
剣
の
字
な
り
」
と

い
う
記
述
が
あ
っ
て
、
宝
珠
と
宝
剣
を
同
体
視
す
る
の
は
、
『
麗
気
記
』

の
重
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「
罰
す
る
と
き
は
横
に
す
る
」
等
の
所
作
の
根
拠
は
、
何
ら
か
の
儀

礼
と
関
連
が
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

ｐ
伊
弊
諾
尊
は
胎
蔵
界
。
俗
体
男
形
。
馬
鳴
菩
薩
の
如
し
。
白
馬

に
乗
り
て
手
に
斤
を
持
し
、
一
切
衆
生
の
善
悪
、
之
を
量
る
。

「
天
地
麗
気
記
」
（
↓
「
神
体
図
一
」
九
五
頁
）

こ
れ
は
、
伊
弊
諾
尊
の
尊
形
を
「
馬
鳴
菩
薩
の
如
し
」
と
す
る
記

事
で
あ
る
。
『
聞
書
』
に
「
当
章
十
一
巻
ニ
此
ノ
如
キ
文
勢
見
エ
リ
。

当
段
卜
等
シ
キ
故
二
、
彼
第
十
五
巻
白
馬
二
乗
ル
絵
像
二
有
キ
」
と

指
摘
す
る
と
お
り
、
「
神
形
注
麗
気
記
」
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
事
が

見
え
、
「
神
体
図
一
」
に
載
せ
る
馬
に
乗
っ
た
尊
像
と
よ
く
一
致
す
る
。

同
様
に
伊
弊
再
尊
も
「
神
体
図
四
」
に
載
せ
る
尊
形
（
二
五
頁
）

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
伊
弊
諾
・
伊
弊
再
二
尊
が
こ
の

よ
う
な
像
容
を
と
る
の
か
と
い
う
点
な
ど
、
ま
だ
今
後
の
解
明
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
多
い
。

以
上
、
紙
数
の
関
係
も
あ
り
、
本
稿
で
は
二
、
三
の
例
を
挙
げ
た

だ
け
で
あ
る
が
、
『
麗
気
記
』
本
文
に
は
、
こ
の
よ
う
に
あ
き
ら
か

に
図
像
と
リ
ン
ク
し
た
記
事
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
本

文
と
「
神
体
図
」
と
の
関
係
か
ら
見
て
、
「
神
体
図
」
は
後
か
ら
『
麗

気
記
』
本
文
に
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
図
像
は
本

文
と
同
時
に
成
立
し
、
伝
授
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
『
麗
気
記
』
全
十
八
巻
が
ど
の
よ
う
な
順
序
で
成
立
し
た
か

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
「
神
体
図
」
所
収
の
各
図

像
グ
ル
ー
プ
と
各
巻
の
相
関
図
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
図
像
を
含

め
て
考
え
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
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さ
て
、
こ
こ
で
一
日
一
『
麗
気
記
』
「
神
体
図
」
を
離
れ
て
、
中
世

に
編
ま
れ
た
神
道
害
群
を
見
渡
す
と
、
『
麗
気
記
』
か
ら
の
引
用
と

思
わ
れ
る
も
の
も
含
め
て
、
図
像
の
描
か
れ
た
も
の
が
か
な
り
あ
る

こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
ら
を
今
、
仮
に
そ
の
特
徴
に
し
た
が
っ
て

分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
発
表
の
際
に
は
、
実
際
に
図
像

を
掲
げ
た
チ
ャ
ー
ト
を
示
し
た
が
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
）
・

ａ
シ
ン
ボ
ル
系
Ｉ
型
（
宝
珠
・
鏡
・
剣
な
ど
の
宝
器
の
形
を
し
た
も

の
）

ｂ
シ
ン
ボ
ル
系
Ⅱ
型
（
○
や
△
と
い
っ
た
抽
象
的
な
形
を
し
た
も
の
）

Ｃ
マ
ン
ダ
ラ
型
（
曼
茶
羅
の
よ
う
に
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
構
成
を
と
る

も
の
）

．
神
像
型
（
神
像
あ
る
い
は
仏
像
の
形
を
と
る
も
の
）

ｅ
自
然
物
型
（
石
や
樹
木
な
ど
自
然
物
の
形
を
し
た
も
の
）

中
に
は
ふ
た
つ
以
上
の
型
式
の
混
合
型
と
見
な
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
神
道
図
像
の
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
数
の
割
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
仏
像
や
仏
画
と
違
い
儀
軌
に
あ

た
る
も
の
が
な
い
の
で
、
極
端
な
こ
と
を
言
え
ば
ど
ん
な
図
像
を
描

こ
う
が
自
由
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
当
然
手
本
と
な
る
も

の
が
な
か
っ
た
筈
は
な
い
。
そ
の
際
想
定
さ
れ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん

中
世
神
道
と
イ
コ
ン

仏
教
図
像
で
あ
る
が
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
道
教

（
３
）

図
像
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
触
を
持
っ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
図
像
が
鎌
倉
か
ら
室
町
初
頭
に

か
け
て
の
時
期
に
集
中
し
て
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
図
像
は
、
こ
れ
よ
り
以
後
、
発
展
継
承
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
か
ろ
う
じ
て
シ
ン
ボ
ル
系
の
も
の
が
細
々
と
伝
授
さ
れ
て

行
く
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
神
道
的
イ
コ
ン
は
、
あ
る

時
期
に
一
気
に
湧
き
出
し
た
も
の
の
、
ご
く
短
か
い
寿
命
で
そ
の
思

想
的
な
役
割
を
終
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
神
道
に
お
け
る
イ
コ
ン
の
問
題
が
ま
さ
に
中
世
特
有
の
問
題
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
私
が
神
道
の
イ
コ
ン
を
研

究
対
象
と
し
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
る
。
神
道
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
を

通
し
て
、
中
世
神
道
の
思
想
形
成
の
一
端
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
、

『
麗
気
記
』
は
そ
う
い
う
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
ふ
た
つ
ほ
ど
述
べ
て
終
わ
り
に
し
た
い

と
思
う
。

ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、
『
麗
気
記
』
が
儀
礼
を
伴
っ
て
伝
授
さ
れ
て

行
く
よ
う
な
受
容
の
さ
れ
方
を
し
て
行
く
と
き
、
イ
コ
ン
の
持
つ
意

味
は
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
あ
る
時
は
巻
物

神
道
図
像
学
の
課
題
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の
ま
ま
、
ま
た
あ
る
時
は
「
麗
気
切
出
」
と
い
う
よ
う
な
一
部
分
だ

け
を
抜
き
出
し
た
形
で
伝
授
さ
れ
て
行
く
と
き
、
『
麗
気
記
』
と
い

う
存
在
自
体
が
あ
る
価
値
を
持
っ
て
し
ま
い
、
『
麗
気
記
』
に
書
か

れ
て
い
る
内
容
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
さ
し
て
重
要
で
は
な
く

な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
コ
ン
も
そ
れ

が
一
体
ど
う
い
う
思
想
的
言
説
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
か
と
い
う
説

明
の
部
分
が
だ
ん
だ
ん
に
切
り
落
と
さ
れ
て
い
っ
て
、
よ
り
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
く
な
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
。
十
四

世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
の
初
頭
に
か
け
て
、
良
遍
や
聖
問
の
よ
う
な

学
僧
が
『
麗
気
記
』
の
註
釈
害
を
書
き
残
し
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た

註
釈
行
為
の
常
と
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
『
麗
気
記
』
の
意
味
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
イ
コ
ン
の
意
味
を
理
解
す
る
人
も
い
な

く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
の
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
に
自
分
が
い
る
と
い

う
危
機
感
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
次
の
原
さ
ん
の
発
表
が
扱

う
中
世
の
註
釈
学
の
問
題
と
も
相
ま
っ
て
、
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
し
て
ふ
た
つ
目
は
、
な
ぜ
神
道
の
イ
コ
ン
は
死
ん
で
し
ま
っ
た

の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
近
世
に
な
る
と
「
言
葉
」
こ
そ
が
理
性

と
な
り
、
こ
う
し
た
イ
コ
ン
ヘ
の
関
心
は
完
全
に
薄
れ
て
し
ま
う
。

『
麗
気
記
』
本
文
に
は
「
神
体
図
」
な
し
で
は
理
解
不
可
能
な
文
章

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
神
体
図
」
を
伴
わ
な
い
写
本
が
決
し

て
少
な
く
な
い
こ
と
は
そ
れ
を
証
明
し
て
い
よ
う
。
ま
た
一
方
、
あ

る
時
期
以
降
の
写
本
に
は
、
も
れ
な
く
「
神
体
図
」
が
つ
い
て
い
る

が
、
そ
れ
は
た
だ
元
々
つ
い
て
い
る
か
ら
機
械
的
に
写
し
て
い
る
だ

け
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
絵
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
者
は
誰
も
い
な

い
。
近
世
が
ど
う
『
麗
気
記
』
を
捉
え
た
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
の

あ
と
の
森
さ
ん
の
発
表
が
扱
う
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
『
麗
気
記
』
を

通
し
て
見
る
近
世
を
考
え
る
時
に
も
、
「
イ
コ
ン
の
終
焉
」
は
ひ
と

つ
の
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
二
点
を
挙
げ
て
、
原
さ
ん
・
森
さ
ん
の
発
表
へ
の
つ
な
ぎ

と
し
た
い
。

注
（
１
）
詳
し
く
は
、
神
仏
習
合
研
究
会
編
『
校
註
解
説
・
現
代
語
訳

麗
気
記
』
（
法
蔵
館
・
二
○
○
二
所
収
、
森
本
仙
介
「
『
麗
気
記
』

の
諸
本
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
発
表
当
日
配
布
し
た
レ
ジ
ュ
メ
に
は
、
図
像
と
本
文
の
対
応
を

示
す
表
を
掲
げ
た
。
さ
ら
に
詳
し
い
表
を
、
前
出
『
校
註
解
説
・
現

代
語
訳
麗
気
記
』
所
収
の
門
屋
執
筆
解
説
「
神
体
図
と
の
関
連
に

つ
い
て
」
に
掲
載
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
二
○
○
一
年
に
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
「
タ
オ
イ
ズ
ム
と
中
国

美
術
」
展
の
出
品
図
録
を
見
て
、
神
道
図
像
と
近
似
す
る
表
現
形
式

が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
な
お
、
同
展
覧
会
お
よ
び

図
録
に
つ
い
て
は
、
森
瑞
枝
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
い
わ
き
明
星
大
学
非
常
勤
講
師
）
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